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１．【はじめに】

現代の日本ではペットを飼う家庭が増加し、

イ ヌ と ネ コ の 飼 育 頭 数 は、１９９４年 の

１５，２２３，０００頭（外猫も含む）から２０１１年は

２１，４８６，０００頭と増加している（一般社団法人

ペットフード協会、２００９，２０１１）。この中で、

ペットは家族の一員であるという考え方を持

つ家庭が広まりつつあり（松田，２００７）、最

近では、イヌやネコなど家庭で飼育される動

物をペットと呼ぶのではなく、「コンパニオ

ン・アニマル」と呼ぶようになりつつある

（養老・的場，２００８）。コンパニオン・アニ

マルとは、飼育される動物をヒトが生活して

いく上での伴侶として捉え、人と密接な関係

を築いていく動物と捉える言葉である。

コンパニオン・アニマルを飼育する家庭が

増加するとともに、コンパニオン・アニマル

による問題行動も目立つようになってきた。

イヌを飼うオーナーの中では、飼い犬が問題

行動を起こしたので飼育を放棄したという事

例はいくつも見られ、飼い犬が起こす問題行

動にオーナーが目を向けない事が飼育放棄に

至る原因の一つだと言われる（太田，２０１０）。

飼育を放棄されたイヌたちの多くは殺処分、

または一般譲渡される。２０１０年の年間殺処分

頭数は５３，４７３頭で、２００８年の８４，２６４頭から減

少しているものの、多くのイヌが殺処分され

ている。一方、一般譲渡数は、２００８年には

１６，０９７頭、２００９年には１７，３７４頭、２０１０年には

１７，６７５頭と少しずつ増加している（地球生物

会議 ALIVE，２０１０）。殺処分される犬の頭数
を少しでも減らし、イヌの問題行動を予防し

て一般譲渡数を増やすには、オーナーが飼育

放棄に繋がる問題行動の原因を理解し、解決

する方法をしっかりと学ぶ必要がある。

イヌの問題行動には様々なものがあり、攻

撃的な行動、不適切な排泄や、恐怖／不安が

原因となって生じるものなどがあげられる。

イヌで見られる問題行動の１つに、他のイヌ

やヒトと会う場面で他のイヌやヒトに噛み付

く攻撃行動がある。攻撃行動は優位性攻撃行

動や恐怖性攻撃行動、家庭内での同種間攻撃

行動といった様々な行動に分類される。中で

も家庭内での同種間攻撃行動は、犬種による

遺伝子的傾向、イヌ同士の間の優劣順位不足

もしくは欠如、オーナーの愛情を求めるイヌ

同士の競合により引き起こされる（森・武

内，２００５）。また、オーナーの不在場面で見

られる無駄吠え／遠吠え、破壊的活動などの

行動が生じる分離不安も、問題行動の１つで
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ある。分離不安は、オーナーのライフスタイ

ルや態度の変化が原因となって生じる（森・

武内，２００５）。

この他の問題行動として、イヌの嫉妬や独

占欲が原因で起こる問題行動も存在する。イ

ヌの嫉妬や独占欲による問題行動は、オーナー

が家庭で飼育していた飼い犬に加え新しいペッ

ト（コンパニオン・アニマル以外の動物も含

む）を飼い始めた、オーナーの家庭に新しく

子どもが産まれたといった状況で、もとから

いた飼い犬が新しいペットまたは産まれた子

どもに対して攻撃的な行動をとるものを指す

（水越，２００７）。この他にも、複数の飼い犬

が飼育されている多頭飼育環境では、ある飼

い犬に対してだけオーナーが関心を向けた時

に、関心が向けられなかった飼い犬がオーナー

の関心が向けられた飼い犬に対して攻撃的な

行動を示す、というものもこれに含まれる

（平岩，１９７６）。また常同的な問題行動とし

て、オーナーの関心を求める行動があり、オー

ナーの関心を得ようと跛行を示したり尻尾を

追い回すなどの常同的な行動を示すこともあ

る（森・武内，２００５）。これらの行動は、新

しくやってきたペットや子ども、もしくは別

の飼い犬にオーナーを奪われてしまうのでは

ないか、という飼い犬の嫉妬やオーナーの関

心を独占したいという独占欲が原因で起こる

とされる。

独占的行動は、前述した３つの例のように、

オーナーの態度がそれまでの飼い犬に対する

態度とは異なるような変化、あるいはオーナー

の関心が何かに偏った際に生じる。米谷

（２０１０）は、多頭飼育環境の飼い犬の独占的

行動について、独占的行動が向けられる対象

と独占的行動が生起する状況について質問紙

調査と実験を行った。その結果、多頭飼育さ

れている飼い犬では、同居犬にオーナーが関

心を傾けた時、飼い犬がオーナーに対して自

身に関心を向けてもらおうとする「かまって

行動」と、関心を向けられた同居犬に対して

オーナーにかまわれることを妨害する「攻撃

行動」の２種類の独占的行動が見られること

を示した。この結果から、多頭飼育環境で飼

い犬に独占的行動が生起する原因は、オーナー

と飼い犬が相互に関心を向け合う日常的な関

係が崩れることだと推測された。すなわち、

飼い犬の独占的行動の生起には、オーナーと

の日常的な関係が大きく影響するのではない

か、と考えられた。

しかしながら米谷（２０１０）は、オーナーと

飼い犬との日常的な関係が独占的行動にどの

ような影響しているかについて明らかにしな

かった。そのため本研究では、オーナーと飼

い犬との日常的な関係が独占的行動にどのよ

うな影響を与えるか確かめることにした。

本研究で扱う独占的行動とは、米谷（２０１０）

の分類にしたがい、「かまって行動」と「攻

撃行動」を指すものとした。また先述した独

占的行動である「オーナーの関心を求める行

動」という問題行動の原因は、オーナーの愛

情過多や関心不足にあると言われている（森・

武内，２００５）ため、本研究ではヒトとイヌと

の日常的な関係を愛着度という側面からとら

えることにした。

愛着度とは、オーナーの日常的な飼い犬へ

の接し方、あるいは飼い犬のオーナーに対す

る日常的な態度により測定することにした。

オーナーは飼い犬のことが好きで可愛がって

育てている。飼い犬はオーナーにとても懐い

ているといったような、お互いの心理的距離

やそれを表現する態度の程度を測り、これを

愛着度とした。オーナーから飼い犬への愛着

度、並びに飼い犬からオーナーへの愛着度の

両方が高いということは、日常的にオーナー

が飼い犬をとても可愛がっており、飼い犬も

オーナーと一緒にいられるときは傍にいる、

といった、いつもお互いのことを気にかけて

いる関係だと考えられる。一方オーナーから

飼い犬への愛着度と飼い犬からオーナーへの

愛着度の両方が低いということは、オーナー
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が飼い犬だけを特に気にするのではなく他の

モノや動物に対しても飼い犬と同様な扱いを

しており、また飼い犬もオーナーの行動に対

して無関心であり、オーナーと飼い犬共にお

互いに対してあまり執着がない関係だと考え

られる。

この愛着度と独占的行動の関係を検討する

ため、本研究ではまず、実験場面を用意し飼

い犬が示す独占的行動を記録した。同時に、

オーナーの飼い犬に対する考えや飼い犬のオー

ナーに対する態度をたずねる質問紙への回答

結果から、オーナーと飼い犬双方の愛着度の

程度を測定した。その上で、飼い犬が示した

独占的行動の生起量とオーナーと飼い犬双方

の愛着度の程度を比較し、両者の関係につい

て探ることにした。

本研究では、飼い犬の独占的行動を測定す

るヤキモチ実験、およびオーナーから飼い犬

への愛着度と飼い犬からオーナーへの愛着度

のそれぞれを検討する質問紙調査を行った。

ヤキモチ実験は、米谷（２０１０）で得られた結

果に新たな実験結果を加え、生起された独占

的行動を行動レパートリーに分類し、各行動

レパートリーの生起回数を記録した。質問紙

調査では、日常生活におけるオーナーと飼い

犬のお互いの関係に着目し、オーナーの飼い

犬に対する愛着度と飼い犬のオーナーに対す

る愛着度を測定した。その後、ヤキモチ実験

の結果と質問紙調査の結果から、オーナーか

ら飼い犬への愛着度、飼い犬からオーナーへ

の愛着度のそれぞれが、飼い犬の独占的行動

の生起回数や行動レパートリーの種類数に影

響を与えているか検討した。オーナーの飼い

犬に対する愛着度が高い場合、オーナーは日

常的に飼い犬を無視することはないと考えら

れる。そのためヤキモチ実験場面では、オー

ナーが飼い犬を無視することにより、独占的

行動が多く生起されると考えた。同様に、飼

い犬のオーナーに対する愛着度が高い場合に

も、飼い犬は自身を無視するオーナーの関心

を取り戻そうとするため、ヤキモチ実験場面

においてオーナーの注意を引こうとする「か

まって行動」等の独占的行動が多く生起され

ると考えた。

２．【ヤキモチ実験】

ヤキモチ実験は、米谷（２０１０）で行われた

ヤキモチ実験に、新たな被験体を加えて行っ

た。実験は多頭飼育場面において飼い犬が２

頭、あるいは３頭とオーナーで行った。一方

の飼い犬が被験体となり、同居犬であるもう

一方の飼い犬は、被験体の独占的行動の誘因

（被験体が独占的行動を引き起こす誘因）と

なった。

ヤキモチ実験には、米谷（２０１０）の質問紙

調査において多頭飼育場面で独占的行動が多

く見られた。①オーナーが同居犬の名前を呼

ぶ、②オーナーが同居犬をかまう、③オーナー

が同居犬を連れていなくなる、という同居犬

が独占的行動の誘因となる３場面を用意した。

これらの場面は全て、オーナーが被験体では

ない同居犬のみに関心を持つ、あるいは同居

犬のみをかまい、被験体となった飼い犬が無

視される場面だった。

３つの場面は、飼い犬の独占的行動を生起

させる程度が低・中・高の順となるよう設定

した。最初の場面①「オーナーが被験体では

ない同居犬の名前を呼ぶ」は、日常的に多々

ある場面だと考えられることから、独占的行

動の生起頻度は３つの場面の中で１番低いと

思われた。続く場面②「オーナーが被験体で

はなく同居犬をかまう」は、多頭飼育の家庭

において一方の飼い犬のみをかまうことはあ

まりない行動であると考えられるため、独占

的行動の生起頻度は３つの場面の中で中程度

だと思われた。最後の場面③「オーナーが被

験体ではなく同居犬を連れていなくなる」は、

多頭飼育の家庭ではほとんどみられないと考

えられる行動であるため、３つの場面のうち
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オーナー
被験体
番号

犬種 年齢 性別

Ａ
１ ミニチュア・ダックスフンド ７y Ｆ
２ ミニチュア・ダックスフンド １０y Ｍ
３ ミニチュア・ダックスフンド ５y Ｍ

Ｂ
４ 雑種 ６y Ｆ
５ 雑種 ９y Ｆ

Ｃ
６ ウエスト・ホワイト・テリア １０y Ｍ
７ ゴールデン・レトリバー １１y Ｍ

Ｄ
８ パピヨン ８y Ｆ
９ パピヨン ６y Ｆ

Ｅ
１０ チワワ ７y Ｍ
１１ パピヨン １１y Ｆ

独占的行動が１番多く見られるのではないか

と思われた。

方法

被験体：多頭飼いのイヌ（Canis lupus famil-

iaris）１１頭が実験に参加した。それぞれの被

験体の内訳はオーナー別に表１にまとめた。

実験環境：オーナーの自宅のリビングと玄関

（またはキッチン）で行った。

実験条件：場面①から③は次のように用意し

た。以下では、独占的行動の記録対象の被験

体となった飼い犬をＡとし、Ａを邪魔し独占

的行動を生起させる「誘因」となった同居犬

をＢと表記した。

表１．オーナー別被験体の内訳

・場面①は、オーナーがＡとＢと一緒にいる

部屋の中で行った。オーナーはＡとＢから少

し離れたところにおり、そこでＢの名前を呼

んだ。「Ｂおいで。」などの掛け声も有りとし、

名前を呼ぶ間隔は約１０秒とした。オーナーが

名前を呼ぶ行為はＡとＢどちらか一方もしく

は両方が来るまで行い、両方ともこなかった

場合には１分間この行為を続けさせた。

Ｂの名前を呼びＢが来た場合は次の場面②

へ移行した。Ｂの名前を呼んだ時にＡがオー

ナーのところへ来た場合は、オーナーはＡを

無視してＢのところへ行き、Ｂを抱きＡから

少し離れたところへ移動してから次の場面②

へ移行した。Ｂの名前を呼びＡとＢの両方が

オーナーのところへ来た場合は、オーナーは

Ａを無視しＢだけを抱きＡから少し離れたと

ころへ連れていき場面②へと移行した。Ｂを

Ａから離れたところに連れていってもＡが付

いてきた場合にはその場で場面②へ移行し、

その間、Ａのことを無視し続けた。

・場面②は、場面①に引き続きオーナーがＡ

とＢと一緒にいる部屋の中で行った。オーナー

はＢのところへ行き、Ｂと遊んだ。遊ぶ行為

には、じゃれる・撫でる・道具を使って遊ぶ・

「イイコだね」などの声をかけるという行為

が含まれた。場面②の継続時間は３０秒から１

分とし、オーナーはその間Ａを無視し続けた。

場面②は場面①の進行結果によって遊び行

為を始める場所が異なった。場面①でＢがオー

ナーのもとに来た場合はその場で場面②を実

施した。Ａがオーナーの元へ来た場合は、オー

ナーがＢのところへ行きその場で場面②を実

施した。ＡとＢの両方がオーナーのところへ

来た場合は、オーナーはＡのことを無視して

Ｂだけを抱き、Ａから少し離れた場所にＢを

連れていき場面②を実施した。ＢをＡから離

れたところに連れていってもＡが付いてきた

場合にはその場で場面②を実施し、その間Ａ

のことは無視し続けた。場面②で遊び行為を

終えた後、そのまま場面③へと移行した。

・場面③では、場面①、②を行った部屋から

オーナーがＢを抱き、Ａから姿が見えなくな

る場所（玄関またはキッチン）へ移動した。

オーナーは玄関でＢを抱いた状態のまま「Ｂ

はいい子だね」「可愛い」などの声をかけた。

オーナーはこの間Ａのことを無視し続けた。

Ｂを抱いている時間は３０秒から１分とした。

この時、Ａが玄関に行くことができるように、

玄関へ通じる扉は開けておいた。

手続き

実験は、被験体となったイヌを多頭飼育で

飼育している家庭に訪問し実施した。まずオー

ナーと家族に実験の説明および手続きを示し
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た実験説明書を配布し、口頭で実験の趣旨と

内容をオーナーに説明した。この準備の間に、

実験者は飼い犬とのあいさつ等を済ませ、実

験者の訪問によって飼い犬に生じる未知の者

に対する反応を収め、できるだけ日常的な状

況となるよう心がけた。

実験は、場面①から場面③までを通してお

こなうことを１試行とした。１試行の所要時

間は約３分間だった。被験体１頭につき１試

行行った後、約１５分のインターバルを置いて

から最初に被験体となった飼い犬と被験体を

邪魔する誘因役となった飼い犬の役割（Ａと

Ｂ）を入れ替え、２試行目を行った。２試行

目も約３分で終了した。

実験の試行中は、被験体となった飼い犬を

オーナーが無視し続けることになったため、

各試行の終了後、被験体となった飼い犬を抱

き上げたり声をかけるといったオーナーから

の行動によって、被験体Ａのケアを行った。

記録・行動解析方法

被験体ＡとＢ、およびオーナーの行動は、

ビデオカメラ（Victor社製、GZ�HD３００�S）
を２台使用し撮影された。１台目はリビング

（場面①と場面②を記録）に、２台目は玄関

または台所（場面③を記録）に設置され撮影・

記録された。実験で記録した映像は行動コー

ディングシステム（DKH社製 Beco）を用い、
独占的行動が生起しているか解析した。独占

的行動の解析は、実験者１人が行った。

３．【愛着度調査】

方法

調査期間：２０１１年７月から８月にかけて調査

を実施した。

調査対象：米谷（２０１０）のヤキモチ実験に参

加した被験体のオーナー４名（女性）と新た

にヤキモチ実験に参加した被験体のオーナー

１名（女性）の全５名であった。

質問紙：イヌを多頭飼育しているオーナーに

対する質問紙は、全飼い犬についての質問紙

（全飼い犬質問紙）と、各飼い犬についての

質問紙（個別飼い犬質問紙）の２部構成とし

た。

「全飼い犬質問紙」は、フェイスシート、

オーナーと飼い犬と同居している家族につい

て尋ねる項目（２項目）、２頭間の関係につ

いて尋ねる項目（３項目）、２頭間の順位に

ついて尋ねる項目（７項目）で構成された。

「個別飼い犬質問紙」では、飼い犬の基本

的な情報（年齢・性別犬種等）と飼育環境

（９項目）、飼い犬の性格（攻撃性／分離不

安）（１４項目）、オーナーから飼い犬への愛着

度、飼い犬からオーナーへの愛着度について

の質問項目（１１項目）を設けた。この質問紙

では回答中にオーナーが自身の飼い犬のどの

個体について回答しているのかわからなくな

ることがないよう、ページごとに飼い犬の名

前を記入させた。

飼い犬の性格は、攻撃性を測るために Dog
Behavior Inventory（Coren，２００６）の支配
性／攻撃性尺度を使用し、全１０項目を“全く

しない（１）”～“よくする（５）”の５段階で

評定させた。分離不安については４項目につ

いて“全くしない（１）”～“よくする（４）”、

“わからない（５）”の５段階で評定させた。

飼い犬の独占的行動における「攻撃行動」が

飼い犬の性格によって影響されているのかを

調査するべく設けた。それぞれの質問項目は

付録に示した。

オーナーから飼い犬への愛着度は、部屋で

オーナーがくつろいでいる際の飼い犬との接

し方について６つの質問項目を設け、オーナー

が取り得る５～６個の行動項目の中から当て

はまるものを１つ選ばせた。飼い犬からオー

ナーへの愛着度は、オーナーが部屋でのんび

りしている際の飼い犬の行動について５つの

質問項目を用意し、飼い犬が取り得る５～８

個の行動項目の中から当てはまるものを１つ
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選ばせた。それぞれの質問項目は付録に示した。

手続き

質問紙への回答は、オーナーに直接手渡し

回答を求めたもの、質問紙を郵送したもの、

FAXで質問紙を送信したものの３つの手法
で行った。

独占的行動と愛着度との関係

飼い犬の独占的行動と愛着度との関係を明

らかにするため、ヤキモチ実験で見られた独

占的行動のカテゴリ別の生起回数および行動

レパートリーの種類数と、質問紙調査におけ

るオーナーから飼い犬への愛着度の得点、お

よび飼い犬からオーナーへの愛着度の得点の

それぞれについて比較した。また飼い犬の行

動特性の攻撃性と実験で見られた独占的行動

の生起回数を合わせ、両者の関係についても

検討した。

４．【結果】

ヤキモチ実験

解析方法： 被験体となった飼い犬のヤキモ

チ実験中に見られた行動を解析するため、ま

ず被験体（Ａ）となった飼い犬の行動を解析

者の主観的判断に基づいて、１４種類の行動レ

パートリーに分類した。分類の対象となった

行動は、記録された映像内で見られた飼い犬

の行動のうち、オーナーもしくは独占的行動

の「誘因」となった同居犬（Ｂ）に向けられ

て行われた、と判断できるものだった。

１４種類の行動レパートリーは、「かまって

行動」、「攻撃行動」、「その他」のカテゴリに

分類された。「かまって行動」には、オーナー

に対して被験体が行った５種類の行動レパー

トリーが分類された。「攻撃行動」には、独

占的行動の誘因であるＢに対して被験体が行っ

た４種類の行動レパートリーが分類された。

「その他」のカテゴリには、オーナーやＢに

対して被験体が行った行動のうち「かまって

行動」にも「攻撃行動」にも分類されなかっ

た５種類の行動レパートリーが分類されたが、

このカテゴリに含まれる行動レパートリーは、

これ以降の解析対象からは除外された。

これらの行動レパートリーの他に、被験体

は実験者に対する行動（実験者に吠える、実

験者に注視する等）や、オーナーもしくはＢ

以外に向けた行動（外に向かって吠える、外

を注視する等）、歩き回る、キョロキョロと

周りを見渡す、椅子に座る等の行動が生起さ

れたが、それらの行動は記録しなかった。

被験体
番号

Ｂに吠える
Ｂに咬み
つく

Ｂに乗り
かかる

Ｂに唸る

４ １．８ ２５ ７．８ －
５ － － ３ －
１０ ５５．８ － ４．８ ３．６
１１ － － ５．４

分類 行動 内容

かまって
行動

オーナーに手を
かける

Ａがオーナーの体（足や腕など）に自身の
手を乗せる。又は１度だけひっかく行動。

顔に顔を近づける Ａがオーナーの顔に自身の顔を近づける、又は近づけようとする行動。

オーナーに吠える Ａがオーナーに対して吠える行動。

オーナーを掘る Ａがオーナーの体（足や腕など）を地面を
掘るような動作で連続してひっかく行動。

鼻を鳴らす Ａがクンクンと高い声を出す行動。

攻撃行動

Ｂに吠える ＡがＢに対して吠える行動。

Ｂに噛み付く ＡがＢの体（首など）に噛み付く行動。

Ｂに唸る ＡがＢに対して唸り声を上げる行動。

Ｂに乗りかかる ＡがＢの体（背中など）に自身の体を乗せ、
乗りかかる又は乗りかかろうとする行動。

その他

オーナーを注視 Ａがオーナーを注視する行動。

注視＋しっぽ Ａがオーナーをしっぽを振りながら注視す
る行動。

Ｂを注視 ＡがＢを注視する行動。

Ｂの匂いを嗅ぐ ＡがＢの体（お尻など）の匂いを嗅ぐ行動。

オーナーにマウ
ンティング

オーナーの体に捕まって、自身の腰を振る
行動。

被験体
番号

手をかける
顔に顔を
近づける

Oに吠える Oを掘る 鼻を鳴らす

１ １３ － － － －
２ ５．４ － － － －
３ １８ － － － １２
５ － － ３２ － －
６ １０．８ ６ － ３ －
８ ８ － － － －
９ ４．７ １４．２ － － －
１０ ２．４ １．２ － － －
１１ － － ２８．８ － －

表２．実験中に見られた行動 表３．実験全体で見られたかまって行動の生起回数（／分）

表４．実験全体で見られた攻撃行動の生起回数（／分）
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表２に、「かまって行動」、「攻撃行動」、

「その他」のカテゴリ別に、１４種類の行動レ

パートリーとその具体的な内容を示した。

生起回数： ヤキモチ実験全体で生起した独

占的行動について、それぞれの行動レパート

リーごとに１分当たりの生起回数を被験体別

に求めた。各行動レパートリーの生起回数を

「かまって行動」と「攻撃行動」の各カテゴ

リ別に表３と表４に示した。当該の行動レパー

トリーを生起させなかった被験体は、表に記

載しなかった。

独占的行動を生起させた被験体の割合

図１には場面①～③のそれぞれの場面で

「かまって行動」を生起させた被験体の割合

を示した。縦軸は「かまって行動」を生起さ

せた被験体の割合を示し、横軸は「かまって

行動」に分類された５種類の行動レパートリー

を示している。

場面①ではほとんどの行動が生起せず、た

だ１つ見られた「手をかける」も生起させた

被験体の割合は低かった（図１の上）。それ

に対し場面②では「手をかける」を半数の被

験体が生起させた。その他にも「顔に顔を近

づける」「オーナーを掘る」が生起されるよ

うになった（図１の中）。場面③では場面①

から生起されていた「手をかける」以外に

「オーナーに吠える」「鼻をならす」といっ

図１．実験中にかまって行動を生起させた被験体の割合

上の図は場面１でかまって行動を生起させた被験体の割

合を、中央の図は場面２でかまって行動を生起させた被験

体の割合を、下の図は場面３でかまって行動を生起させた

被験体の割合を示している。

図２．実験中に攻撃行動を生起させた被験体の割合

上の図は場面１で攻撃行動を生起させた被験体の割合を、

中央の図は場面２で攻撃行動を生起させた被験体の割合を、

下の図は場面３で攻撃行動を生起させた被験体の割合を示

している。
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オーナー
被験体
番号

オーナーから
飼い犬への愛着

飼い犬から
オーナーへの愛着

攻撃性

Ａ
１ １５ １１ ２９
２ １３ ９ ３６
３ １５ １１ ２３

Ｂ
４ １６ ６ １７
５ １６ ６ １７

Ｃ
６ １６ ８ ２４
７ １６ ７ ２０

Ｄ
８ １３ ９ ２７
９ １４ １２ ２５

Ｅ
１０ １３ ９ １７
１１ １０ １１ ３２

たオーナーの気をひこうとする行動を生起す

る被験体が見られるようになった（図１の下）。

図２には「攻撃行動」を生起させた被験体

の割合を場面別に示した。縦軸は「攻撃行動」

を生起させた被験体の割合を示し、横軸は

「攻撃行動」に分類された４種類の行動レパー

トリーを示している。場面①ではほとんどの

行動が生起されなかった。ただ１つ見られた

「Ｂに唸る」も生起させた被験体の割合は低

かった（図２の上）。場面②では「Ｂに乗り

かかる」「Ｂに吠える」が生起されるように

なり、「Ｂに乗りかかる」は３分の１の被験

体で生起した（図２の中）。場面③では「Ｂ

に唸る」以外の行動レパートリーが生起され、

「Ｂに吠える」を生起させた被験体が多かっ

た一方で、場面②で１番高かった「Ｂに乗り

かかる」を生起した被験体は場面③では少な

くなった（図２の下）。

質問紙調査

分析方法： オーナーから飼い犬への愛着度

と、飼い犬からオーナーへの愛着度は、各質

問項目に対して選択された回答項目を High、
Middle、Lowの３つに分類し、Highを３点、
Middleを２点、Lowを１点として集計し得
点化した。

オーナーから飼い犬への愛着度では、High
に分類された回答項目はオーナーが飼い犬に

頻繁に接するもの、Middleに分類された回
答項目はオーナーが飼い犬に頻繁ではないが

ある程度接するもの、Lowに分類された回
答項目はオーナーが飼い犬にほぼ接しないも

のとした。

飼い犬からオーナーへの愛着度では、High
に分類された回答項目は飼い犬がオーナーに

頻繁に接するもの、Middleに分類された回
答項目は飼い犬がオーナーに頻繁ではないが

ある程度接するもの、Lowに分類された回
答項目は飼い犬がオーナーにほぼ接しないも

の、とした。

飼い犬の性格特性の攻撃性は“まったくし

ない”の回答項目を１点、“いつもする”の

回答項目を５点として集計した。最後の質問

項目のみ逆転項目とした。

双方の愛着度得点

オーナーから飼い犬への愛着、飼い犬から

オーナーへの愛着、飼い犬の攻撃性について

の得点を表５にまとめた。

オーナーから飼い犬への愛着度については、

得点の最大値が１８点、最小値が６点だったた

め、９点よりも高い得点であればオーナーか

らの愛着度が高いものとした。その結果、す

べてのオーナーのオーナーから飼い犬への愛

着度が高いと判断された。

飼い犬からオーナーへの愛着度については、

最大値が１５点、最小値が５点となるため、１０

点よりも高い得点であれば飼い犬からオーナー

への愛着度が高いものとした。その結果、飼

い犬からオーナーへの愛着度には個体差が見

られた。飼い犬からの愛着度が高いのは被験

体番号１、３、８、１０番の飼い犬であり、被

験体番号１０番の飼い犬は愛着度得点が１２点、

その他の飼い犬はみな愛着度得点が１１点であっ

た。１番愛着度が低い被験体番号は４、５番

の飼い犬で両者とも愛着度得点は６点であっ

た。

表５．オーナーから飼い犬へ、飼い犬からオーナー
への愛着得点と攻撃性

264



愛着度と独占的行動

オーナーと飼い犬の双方の愛着度並びに飼

い犬の攻撃性と、独占的行動との関係は次の

ように検討した。質問紙調査の結果から得ら

れた飼い犬からオーナーへの愛着度、オーナー

から飼い犬への愛着度、飼い犬の攻撃性のそ

れぞれの得点と、「かまって行動」「攻撃行動」

別の生起回数や行動レパートリーの種類数と

を比較した。この時、オーナーから飼い犬へ

の愛着得点はどのオーナーでも高かったため、

オーナーから飼い犬への愛着得点との関係は

検討しなかった。

ヤキモチ実験全体において生起した独占的

行動のカテゴリ別の全生起回数と、質問紙調

査における飼い犬からオーナーへの愛着度の

関係を図３に示した。

飼い犬からオーナーへの愛着度が高い被験

体番号１、３、９、１１の４頭では、独占的行動の

生起回数が多い被験体もいるが、低い被験体

も見られた。さらに、愛着度が低い被験体番号

４、５の２頭では愛着度が高い９番の被験体

よりも独占的行動の生起回数が多かった。こ

れらの被験体の中で一番多く独占的行動を生

起させたのは１０番の被験体で、愛着度は９点

だった。逆に７番の被験体は独占的行動を全

く見せず、この被験体の愛着度は７点だった。

独占的行動のカテゴリ別の生起回数と飼い

犬からオーナーへの愛着度との関係にしたがっ

て独占的行動と愛着度の関わりを評価したが、

生起回数だけではそれぞれの独占的行動の質

が評価されていない可能性があった。すなわ

ち、今回の実験で計測された１回の「オーナー

図３．独占的行動の生起回数（カテゴリ別）と飼い犬の愛着度得点の関係
縦軸には実験全体で生じた「かまって行動」と「攻撃行動」のそれぞれのカテゴリに属する各行動レパートリーの生起回

数の合計を、横軸には各飼い犬が示した飼い犬からオーナーへの愛着度得点と被験体番号（括弧内）を得点の高い順に示した。

図４．生起した行動レパートリーの種類数（カテゴリ別）と飼い犬の愛着得点の関係
実験全体で生じた「かまって行動」と「攻撃行動」のそれぞれのカテゴリに含まれる行動レパートリーの種類数を縦軸に

示し、横軸には飼い犬からオーナーへの愛着度得点と、被験体番号（括弧内）の得点の高い順に示した。
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に手をかける」と１回の「鼻を鳴らす」を、

同じ質の物として扱ってよいか明確ではない。

そのため、「かまって行動」と「攻撃行動」

の両カテゴリに分類された行動レパートリー

の種類数と、飼い犬からオーナーへの愛着得

点の関係をカテゴリ別に検討した。

図４には、飼い犬の独占的行動のカテゴリ

別での行動レパートリーの種類数と飼い犬か

らオーナーへの愛着得点の関係を示した。

飼い犬からオーナーへの愛着得点が高い４

頭では、独占的行動の中でも「かまって行動」

が多く生起された。特に、愛着得点が１番高

い９番の被験体では「かまって行動」のみが

生起された。逆に、飼い犬からオーナーへの

愛着得点が低いと「攻撃行動」が生起される

傾向があり、４番の被験体では「攻撃行動」

のみが生起された。これらの結果から、飼い

犬のオーナーに対する愛着度が高い飼い犬は

「かまって行動」を示す傾向が見られた。

図５には質問紙調査が得られた飼い犬の攻

撃性と、ヤキモチ実験で生起された「攻撃行

動」の生起回数の関係を示した。

この中で、実験全体で「攻撃行動」を生起

させた４頭の被験体のうち３頭は、被験体の

中でも最も攻撃性が低い３頭であった。した

がって、質問紙調査で得られた飼い犬の攻撃

性と独占的行動としてとらえられる攻撃行動

の生起回数には関係がないと考えられる。

５．【考察】

本研究では、オーナーと飼い犬との日常的

な関係が飼い犬の独占的行動に与える影響に

ついて検討するため、飼い犬の独占的行動を

測るヤキモチ実験と、オーナー及び飼い犬の

愛着度を測る質問紙調査を実施した。

ヤキモチ実験では、飼い犬が生起した独占

的行動を、米谷（２０１０）にしたがい独占的行

動の誘因となった飼い犬に対する「攻撃行動」

とオーナーに対する「かまって行動」の２種

類のカテゴリに分けて解析した結果、「かまっ

て行動」を生起しやすい飼い犬、そしてどち

らも生起する飼い犬が見られた。

質問紙調査では、オーナーから飼い犬への

愛着度が全てのオーナーで高いのに対し、飼

い犬からオーナーへの愛着度には個体差があった。

ヤキモチ実験と質問紙調査の結果に基づき

独占的行動の生起と愛着度との関係を検討し

たところ、オーナーから飼い犬への愛着度と

飼い犬からオーナーへの愛着度は独占的行動

の生起回数には影響を与えていないことが明

らかになった。しかし飼い犬からオーナーへ

の愛着度の高さによって、ヤキモチ実験で生

起させた独占的行動のカテゴリが偏る傾向が

見られた。これは飼い犬からオーナーへの愛

着度が高ければオーナーに対する「かまって

行動」カテゴリに属する行動レパートリーが

生起し、飼い犬からオーナーへの愛着度が低

ければ独占的行動の誘因となった飼い犬に対

する「攻撃行動」カテゴリに属する行動レパー

トリーが生起することが多いというものだっ

た。オーナーに対する愛着度が高い飼い犬が

多くの「かまって行動」カテゴリに属する行

動レパートリーを見せたということは、飼い

犬が様々な手段でオーナーの気を引こうとし

ていたのではないか、ということが推測され

る。このことから、飼い犬がオーナーへの愛

着度が独占的行動に影響を与える可能性が示

唆された。

図５．飼い犬の攻撃性と攻撃行動の生起回数の関係

縦軸には実験全体の攻撃行動の生起回数を、横軸には飼

い犬の攻撃性得点を示した。
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以上の結果から、飼い犬からオーナーへの

愛着度が高くヤキモチ実験で「かまって行動」

を生起した飼い犬は、日常的にオーナーと頻

繁に関わりオーナーに対する執着が高いので

はないかと考えられる。このような日常的な

関係において、オーナーの関心が同居犬に向

けられた場合、自身への関心を取り戻すため

に同居犬ではなくオーナーに対し「かまって

行動」を生起させるのではないかと考えられ

る。一方で、飼い犬からオーナーへの愛着度

が低くヤキモチ実験で「攻撃行動」を生起し

た飼い犬は、オーナーと日常的な関わりはあ

るものの、オーナーの行動などを気にせず、

オーナーに対する執着があまり高くないと考

えられる。オーナーの行動への関心が低く、

オーナーへの執着が低い場合、オーナーが実

験中に自身に関心を向けていない時にはオー

ナーに対して行動を起こして関心を向けても

らおうとはしない。そのためオーナーに関心

を持たれる必要性はないが、同居犬のみがオー

ナーにかまわれ優遇されているのは不平等で

あると感じ、同居犬に対して「攻撃行動」を

生起させるのではないかと考えられる。

同時に、「攻撃行動」を生起させた飼い犬

の攻撃性は高くない（図５）ことから、独占

的行動に見られる「攻撃行動」は飼い犬の性格

特性にかかわらず生起し、ヤキモチ実験場面

のようなオーナーが同居犬のみをかまうといっ

た状況下において、嫉妬や独占欲が原因となっ

て生起される可能性が高いと考えられた。

ところでヤキモチ実験では、場面ごとに独

占的行動の生起回数や生起された行動レパー

トリーが異なった。これは場面ごとのオーナー

の行動の変化に対する反応として生じたので

はなく、オーナーが長時間飼い犬へ関心を向

けなかったことにより生じた可能性も考えら

れる。この点は、オーナーから長時間関心を

向けられない状況に飼い犬をおいた時、飼い

犬の行動にどのような差異が生じるか検証す

ることで明らかにできると考える。

質問紙調査において、飼い犬からオーナー

への愛着度は個体差が見られたが、オーナー

から飼い犬への愛着度にはオーナーごとの差

があまり見られず、飼い犬が示す独占的行動

には、オーナーから飼い犬への愛着度は影響

を与えていないと考えられた。オーナーは本

研究にボランティアとして参加しており、飼

い犬に対する関心や愛着がある程度高く、飼

い犬への愛着が高く評価されたと考えられる。

一方で、飼い犬からオーナーへの愛着度に

は個体差が見られ、オーナーの飼い犬への日

常的な接し方や飼い犬との関係には、実は差

異があるのではないかと考えられた。本研究

で用いた質問紙におけるオーナーから飼い犬

への愛着度の尺度には、オーナーがどのよう

な飼育態度をそれぞれの飼い犬の行動に対し

て示すのか、といった点を尋ねる項目数が少

なく、オーナーの飼育態度が個別の飼い犬ご

とに異なっていなかったかどうか検討できて

いない。また、飼い犬への接し方を愛着度と

して測定したが、飼い犬に対する意識（例：

飼い犬は自分にとって何よりも大切だと思う

等）は測定しなかった。オーナーの飼い犬に

対する意識が異なれば、それが飼い犬に対す

る飼育態度へ繋がり、飼い犬のオーナーに対

する愛着度に個体差が生まれた理由となり得

ただろう。

オーナーと飼い犬の日常的な関係は、今回

着目した愛着も含め様々な形が考えられる。

本研究では、様々な関係の中の愛着という１

つの要素が、生起する独占的行動の種類数に

影響を与えることが示唆されたが、オーナー

と飼い犬の日常的な関係で現れる他の要素も、

独占的行動に影響を与えるのではないかと考

えられる。要素の１つには、飼い犬がどの程

度オーナーの動きを気にしているのかという

度合いである「関心度」が考えられる。「関

心度」が高いということは飼い犬がオーナー

の動きなどを気にする度合いが高いことを示

し、オーナーが同居犬のみに関心を向けかま
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うなどの行為をした時には、自身へ関心を戻

そうとする独占的行動が増えるのではないか

と考えられる。逆に「関心度」が低ければ、

オーナーが自分に関心を向けていないという

状況が気にならないため、オーナーが同居犬

をかまっていたとしても、独占的行動を起こ

しにくいだろう。今後、オーナーと飼い犬の

日常的な関係のどのような要素が独占的行動

の生起に影響を与えるのか検討することによっ

て、独占的行動を生起させる原因を明らかに

し、この問題行動を抑制する手がかりを得て

いきたい。
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質問項目 回答項目 分類

あなたが飼い犬と同じ部屋にいて

くつろいでいるとき、飼い犬とど

のように接していますか？

１．ほとんどかまうことはない

（視界に入っている程度）
Ｌ

２．近くには来るがとくにかまうことはない L
３．横に来たらなでる程度 Ｍ

４．自分から飼い犬に近づいてなでる Ｈ

５．たまに話しかけたり、なでたりする時がある Ｍ

６．よく話しかけるし、常にくっついてなでたりかまっ

ている（どちらかのみも含む）
Ｈ

あなたが夜眠るとき、飼い犬とど

のように接していますか？

１．眠るときは家族の寝室以外のゲージに入れる Ｌ

２．家族の寝室以外に野放しにしておく Ｌ

３．眠るときは家族の寝室のゲージに入れる Ｍ

４．同じ部屋で眠るが、布団にはいれない

（布団の上に乗せない）
Ｍ

５．近づいてきたら布団に入れる（布団の上に乗せる） Ｈ

６．眠るときは必ず布団に入れる（布団の上に乗せる） Ｈ

あなたが飼い犬と遊ぶとき、飼い

犬とどのように接していますか？

１．全く遊ばない Ｌ

２．飼い犬がおもちゃを持ってきたら遊ぶ時がある Ｍ

３．飼い犬がおもちゃを持ってきたら必ず遊ぶ Ｈ

４．自分から飼い犬を遊びに誘う時がある Ｍ

５．いつも自分から飼い犬を遊びに誘う Ｈ

６．自分から誘う時もあれば、飼い犬から誘われる時

もある
Ｍ

あなたは飼い犬によく話しかけま

すか？

１．全く話しかけない Ｌ

２．あまり話しかけない Ｌ

３．たまに話しかける Ｍ

４．頻繁に話しかける Ｈ

５．わからない Ｏ

散歩にはよく一緒にいきますか。

１．全く行かない Ｌ

２．あまり行かない Ｌ

３．たまに行く Ｍ

４．頻繁に行く Ｈ

５．わからない Ｏ

飼い犬に何かを要求されたとき、

あなたはその要求に答えようとし

ますか。

１．全く答えない Ｌ

２．あまり答えない Ｌ

３．たまに答える Ｍ

４．頻繁に答える Ｈ

５．わからない Ｏ
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269オーナーと飼い犬の相互の愛着度が多頭飼育のイヌの独占的行動に与える影響



質問項目 回答項目 分類

あなたが帰宅したときの飼い犬の

反応について、１～５のうち当て

はまるものを１つ選んでください。

１．まったくあなたには興味を示さない Ｌ

２．あなたの方を見てはいるが、近くに寄っては来ない Ｌ

３．そばまでは来るが、飛びついたりはしてこない Ｍ

４．そばまで来て吠えるが、飛びついたりはしてこない Ｍ

５．そばまできて飛びついたり、吠えたり、抱っこを

要求して来る
Ｈ

あなたが家の中で移動するときの

飼い犬の行動について、１～８の

うち当てはまるものを１つ選んで

ください。

１．あなたが何をしていても気にしない Ｌ

２．あなたが動くとそれを見ていることがある Ｌ

３．あなたが移動すると、しばらくしてから追いかけ

て来る
Ｍ

４．あなたが移動するとき、すぐに追いかけて来る Ｈ

５．あなたが移動するときはどこにでも付いて来る Ｈ

６．あなた以外の家族のときは、追いかけることがある Ｍ

７．あなた以外の家族のときは、いつも追いかける Ｈ

８．あなた以外の家族のときも、追いかけたりはしない Ｌ

あなたが家の中でのんびりしてい

るときの飼い犬の行動について、

１～６のうち当てはまるものを１

つ選んでください。

１．あなたとは別の部屋にいる Ｌ

２．あなたと同じ部屋にいるが、近くにはいない Ｌ

３．あなたと同じ部屋にいて、そばにはいる Ｍ

４．あなたと同じ部屋にいて、たまにくっついて来る Ｍ

５．あなたと同じ部屋にいて、常にくっついて来る Ｈ

６．あなたと同じ部屋にいて、あなたに乗っかって来る Ｈ

飼い犬があなたを遊びに誘って来

る様子について、１～６のうち当

てはまるものを１つ選んでくださ

い。

１．全く誘ってこない Ｌ

２．あまり誘ってこない Ｌ

３．たまに誘って来る Ｍ

４．頻繁に誘って来る Ｈ

５．自分以外の家族は誘っているようだ Ｍ

飼い犬があなたへ散歩に行きたい

と訴える様子について、１～６の

うち当てはまるものを１つ選んで

ください。

１．全く訴えてこない Ｌ

２．あまり訴えてこない Ｌ

３．たまに訴えて来る Ｍ

４．頻繁に訴えて来る Ｈ

５．あなた以外の家族には訴えているようだ Ｍ
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